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ベンジャミン・フランクリンの

エートスについての一考察

小　　林

I　は　じ　め　に

　マックス・ウェーバー（M狐Weber，1864－1920）は，かれの著名な論文

『プロテスタソティズムの倫理と資本主義の精辞』の中で，資本主義の「精

神」とよぶものに対する概念的な定義によってではなく，フランクリソに内在

する「精神」ωを具体的に「例示する」ことによってその論考の「主題」を展

開する作業を始めている。ウェーバーが本論文の中で企図したものは，大塚久

雄教授の「解説」の言葉をそのまま借用すれば，rカルヴィニズム・バプティ

ズムその他の禁欲的プロテスタンティズム諸派の経済倫理（＝工一トス）と，

近代西ヨー回ツパにおける資本圭義襲展のいわば精碑的推進力となったr資本

圭義の精紳」の間に存する内面的闘連を明らかにし，それによって，『無敷の

歴史的た個別的要因から生まれいで，濁自の「現世的」傾向をおびる近代文化

の護展の織りたす網』の中で宗教的動機がどこまで歴史的原因として，いわぼ

そうした一筋のr横赫」として働いてきたか，を追究しようとしたものであ

る」｛到。この「解説」のことばの正当性については，何人も異議をさしはさむこ

とはできないであろう。われわれはこの論考の中でウェーバーが築いた壮麗な

「論理」の建造物とその完壁なr構造」を情熱的に説明してやまない大塚教授

の「マヅクス・ヴェーバーにおける資本主義の『精肺』」を軸とする諸論文㈲

を主として参考にしながらベソジャミン・フラソクリソ（BenjaminFranklin，

1706－90）の工一トスの性格をたずね，その特有の意味について考察したいと
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思う。

lI　フランクリンにおける「営利心」の性格

　ウェーバーは，さきに述べたようにr資本主義の精神」をものがたるところ

の典型的な資料としてベンジャミソ・フラソクリ：■の有名た短文，r若き職人

への忠告」（“Advice　to　a　Young　Tradesman，”1748）とひきつづいてr富

まんと欲するものにとっての必要な心得」（“Necessary　Hints　to　those　that

world　be　rich”，1736）から一部をとりあげて問題の説明に入っている。それ

をそのままここに引用することにする。

　　「時は貨幣であるということを忘れてはいげない。一日の努働で10シリン

　グをもうけられる老が，散歩のためだとか，室内で頗惰に。すごすために牛日

　を費すとすれば，たとい娯樂のためには六ペンスしか支携わなかったとして

　も，それだげを勘定に入れるべきではなく，、そのほかにもなお五シリングの

　貨幣を支出，というよりは，批棄したのだということを考えねばならない。

　　信用は貨幣であることを忘れてはいげない。ある一人の人が，支沸期日の

過ぎてからもその貨幣を私の手もとに残しておく場合には，私はその貨幣の

　利息を，或いはその貨幣でその期間中にできるものを彼から與えられたこと

　になる。もL信用が善且つ大で充分に利用されるとすれぼ，それが少なから

　ぬ額に達することは明らかである。

　　貨幣は生來繁殖力と結實力とをもつものであることを忘れてぽいげない。

　貨幣は貨轄を生むことができ，またその生まれた貨幣は一層多くの貨幣を生

　むことができ，さらに衣々に同じことがおこなわれる。五シリソグを運用す

れば六シリソグとなり，さらにそれを運用すれぼ七シリソグ三ベンスとなり，

　そのようにして蓬に100ポソドともたる。貨幣の量が多ければ多いほど，そ

　の運用から生まれる貨幣は多く，利盆の塘大もますます速かになってくる。

一頭の親豚を殺すものは，それから生まれる一千頭もの豚を殺しつくすもの
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だ。五シリソグの貨幣を死減させるものは，それによって生みえたはずの一

切のもの一一幾百千ポソドの貨幣を殺害し（！）つくすものだ。

　支沸のよい老は萬人の財布の圭人である一という諺がある一ことを忘

れてはいけない。約束の時期に正確に支沸うことが評判になっている老は，

友人がさしあたって必要とLていない貨幣をすべて何時でも借りることがで

きる。

　これは往々大きな利盆となる。勤勉と質素とを別にすれば，すべての仕事

で時問の正確と公竿を守ることほど，青年が世の中で成功するために必要な

ものはない。それゆえ，借りた貨幣の支沸いは約束の時間より一刻も遅れな

いようにしたまえ。友人が怒ってそれ以後一切君の前では財布を閉じること

のないようにo

　信用に影響を及ぼすなら，どんなに些細な行いにも注意しなげればいけな

い。午前五時か夜の八時に君の槌の晋が債灌老の耳に聞えるならぱ，彼はあ

と六ヶ月構わたいでおくだろう。それどころか，螢働していなげればならぬ

時刻に君を玉突場で見かげたり，料理屋で君の聲を聞いたりすると，彼は翌

靱こたれぼ君に返却せよと，準傭もできぬうちにその貨幣を請求してくるだ

ろう。

　そればかりか，そのようなことは，君が債務を忘れていない印となり，君

が注意深いとともに正直な男であると人に見させ，それで君の信用は塘すだ

ろう。

　君の手もとにあるものがすべて君の財産だと考えて，そんなやりかたで生

活しないように注意せねばならぬ。信用をえている人々が多くこの迷いに階

る。それを避けるために，支出と牧入について詳細な記帳を行うがよい。君

が骨折って小さなことにまで注意するようになるなら，こういうよい結果が

生ずるだろう。どんなに小さい支出でも積み重なれば巨額となることにきづ

き，また何を節約できたか，籍來は何を節約できるかがわかるように底る。
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　　君の周到と正直が人々の語到になっているとすれば，君は年に六ポソドの

　貨幣で100ポンドを使わせてもらうことができるのだ。毎日10ペンスを無駄

　に支出するものは一年では六ポソドを無駄に支出することになり，ちょうど

　100ポソドを使わせてもらうための代憤にあたる。自分の時間のうち，毎日

　10ペンスの債値に相當するだけの時間（それはおそらく敷分に過ぎぬだろ

　う）を無駄にするものは一年にすれば100ポソドも使える特穣を無駄にした

　ことになる。五シリングの債値に相當する時問を無駄便いするものは五シリ

　ソグを失うのであり，五シリングを海に投げすてるのと少しも違わない。五

　シリソグを失うものは，その五シリソグだけではなく，商費にまわして儲け

　ることができたはずの金額も全部失ってしまったことになる。一そうした

　額は，青年がかなりの年配に達するまでには，きわめて大きいものになるだ

　ろう。」｛4〕

　以上の文章は，フェルディナント・キュルソベルガー（Ferdinand　Kum－

berger）がrアメリカ文化の姿』（Der　Amerikam七de，Frankfurt，1855）の

中で，ヤソキー主義のいわゆる信仰告白として皮肉な調子で郡楡している文章

そのものであるとウェーバーは説明している。㈲　ウェーバーはキュルンベルガ

ーが用いた言葉を巧みに利用して次のように言う。

　　「われわれに調教しているのはベソジャミン・フランクリ：■なのである。

　彼の口から特徴のある言葉で語られているものがr費本圭義の精紳」である

　ということは，この「費本圭義の精紳」という語の一般用語例にみられる

　一切の意味がそこに含まれているとは必ずしも云いえないにしても，やはり

　誰人もそれに疑いを挾まないであろう。われわれはもう少しこの文章につい

　て観察してみることとしよう。われわれがこのr吝薔の哲學」に接してその

　顯著な特徴として感ずるものは，信用のできる正直な人という理想であり，

　わけても，自分の責本を培加させることを自己目的と考えることが各人の
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義務であるとの思想である。實際この説教の内容をなすもgは軍純に虚世の

技術ではなく，濁自な「倫理」であって，これを犯すものは愚鈍であるに止

　まらず，一種の義務忘却を犯すものとされているのである。このことは何に

　もまして事柄の本質をなしている。そこでは，r事業の才智」が教えられて

いるだけではない。一そうしたものだけなら他にも勿論しばしば見出され

　る。一そこには一つの工一トスが表明されているのであって，この工一ト

　スという性格こそがわれわれの關心をよびおこすのである。」旧：（傍点および

　括弧は原文）と。

　ウェーバーはここで「商人的冒険心」という言葉で表現されるようなせいぜ

いのところ道徳に無関心な気質を表わす自己目的的な貨幣追求欲または営利欲

と特殊な倫理的な性格を有する営利心，あるいは，営利の倫理を範瞬的に区別

している。前者は「近代以前のr賎民資本主義』Paria－Kapita1ismusであり，

「中国・イソド・バビロソにも古代にも申世にも存在していたかの『人類の歴史

とともに古い』貨殖の業をまたそうした責本家の螢み」ωを通Lて実現される

「欲望」であるが，後考は，禁欲的プロテスタソティズムの工一トスの内部に

あってフラソクリソの場合におけるようにr倫理的な色彩をもつ生活の原則と

いう性格をとる」1副ことによってr合理的た費本使用と勢働組織の近代的合理

化とをして経済行爲の方向を決する支配力」とする産業資本主義を促進と展開

する方向に決定的な影響を与えた心的態度であるというのである。

　実際フラソクリソにとっては既にみてきたように利潤追求の営みは単に唯物

主義的な生活の充足をもって個人の幸福や利益とする享楽主義老や欲深かな金

儲け主義者の生活の手段のことではなく，近代の西欧文明がつくりあげた特有

の性格をもつ工一トスと絡み合って積極的な倫理的価値が与えられていること

がわかるのである。この点すなわち利潤追求の営みに対する倫理的評価の間題

についてフラソクリソの薯作によって更に検討を加えてみることにす乱
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皿　職人の工一トスー「営利」と「倫理」の緊張関係

　　r営利」を端的に言えば倫理的義務として追求するという精神的態度は，さ

きに引用Lたフランクリンの「若き職人への忠告」（Advice　to　a　Yomg

Tradesman）の最後の章句にもうかがうことができる。「ヴェーバーはどうい

うわけか自分の引用文ではこの部分だけを省略している」⑲jが，あるいはこの

箇所の最後のセンテソスはベンジャミン・フランクリンのヤンキー的ユーモア

を示すものであって，ウェーバーの主題の説明にとって「不純な非古典的な」ω

資料となる恐れがあったからかもしれないが，それはともかく，まずその部分

を引用することとしよう。

　　　「要するに富に至る道はきみがその気になれば市場へ行く道と同じくらい

　明らかである。それは主として勤勉と倹約の二つの言葉にかかっている。す

　なわち，時と貨幣を浪費しないでこの二つのものを最善に活用することであ

　る。勤勉と倹約がなければ何事もだめであり，これがあれば，すべてはうま

　くゆくのである。正直にもうげられるものだげをもうげて，もうげたものす

　べてを節約する（必要な出費は別であるが）その人は必ず富むであろう。

　一世界を治め給い，正直な努力によって祝福を求めるものの願いを聞きた

　もう神が，深い摂理でこれと異なる予定をなしたまわない限りは。」ω

　この引用文は，繰返Lていうが「若き職人への忠告」の結びの句であって，

フランクリソが説いている言葉は，いわゆるr処世術」でないとは言えないし，

また功利主義が見られないわげではない。しかL彼の若い職人に対するすすめ

には，「紛れもなく倫理的熱情が見られるのであり，この点一これが問題な

のである一こそが彼の特徴となっている。彼にとって貨幣への注意を欠くこ

とは資本の幼芽をr殺す」ことであって，その故に倫理的罪悪なのである。」胸

　この「若き職人への忠告」を発表したフランクリソが，自らを‘an　old　tra－

desman’と称していることは注目Lたければならないことである。当時フラ
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ソクリンは，42歳の働き盛りで，フィラデルフィア市会議員であった。1728

年自分の印刷所を開いてから20年を経ており，その問合理的な生活設計によっ

て経済的に成功していたぼかりか，5年前の1743年には大学設立案を起草する

かと思えば，アメリカ学術協を設立するといった工合で，その活躍は実に目ざ

ましかったのである。そのフランクリンが生涯，自らを‘tradesman’（職人）

と認め，後輩のtradesmanの前途に期待を寄せていたという事実を指摘Lた

いのである。0．E．D．によれば，tradesmanという言葉は，第一義的には熟

練工，職人，技工等の手工業者のことであって，商品の販売や交易に従事する

商人（merchant）や店主（shopkeeper）を意味するのは第二義的である。

　更に植民地時代はいうまでもなく，独立当時のアメリカを支えていた経済的

営みは農業であり，工業も商業も，「母胎である農業からまだ分離しきってい

ない胎児のような状態にあった」胸のである。フランクリンは，当時の合衆国

の姿を次のようにつたえている。

　　「この国では土地が低廉で，まだ住民のいない広大な森林地帯があり，近

　い将来に占有される恐れはまずない。従って森林のある100工一カーの肥沃

　な土地を8ギニーか10ギニーで手に入れることは辺境地帯の附近やその他多

　くの場所において可能であるため，若く元気で穀物の栽培や家畜の飼い方

　一それぱヨーロッパと殆ど同じだ一を知っている労働者たちはわけなく

　身を立てることができる。他人に雇われて働く問にそこで得た高賃の一部を

　蓄わえて農場経営を始めることができる。それを近隣の人が助げてくれたり

　金を貸してくれたりする。イギリス，アイルラソド，スコヅトランドそして

　ドイツからやってきた多くの貧民が，このようなやり方で数年もすれば富裕

　な農民になる。これらの人々は，かれらの母国では，土地という土地は残ら

　ず占有され，しかも低賃金であるから生まれた時の貧しいままの状態から決

　Lて脱げ出ることはできなかったのである。」㈱更にフランクリソの語るとこ

　ろに、よると，土地の耕作で安定した生計をたてられる上に自然の環境が健康
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　的であるから，農民の人口が急速に増加するのぱ当然の成り行きであり，な

　お新たな移住者が加わってその頓向はいっそう速められ孔その結果，そう

　した土地の耕作着たちに家屋やヨーロヅパの規準からすると粗末な家具や道

　具などを供給するようなおよそ必要で有用な種類の職人に対する需要が絶え

　ないのである。㈲

　アメリカの杜会で有用な構成員として認められる人々は，したがって農夫で

あり，鍛冶屋，大工，旋盤工，韓皮工，靴屋などのなにか一つの有用な「手の

業」（art）をもつ職人（mechanic）であり，勤労を欲しない上流人士（a　Man

of　Quality）ではないのである。こうして18世紀におけるアメリカの杜会は，

農業の一般的繁栄の土台の上に，その生産性の高い自営農業とそこから生じる

余剰生産物を購買力としてあらゆる種類の利潤の多い工業が成立する。労働者

さえも世界のどこよりもはるかに高い賃金を得て，二，三年もすれば，自営者

（maSter）となって市民の尊敬をうけられるようになる，とフラソクリンは，

みているのである。

　「アメリカ移住希望老のための知識」の中でフラソクリソが説いているアメ

リカの支配的な経済的杜会的現勢は，極くおおざっぱにいうと全般的に幸福な

中産状態であって，道徳的にも勤労と不断の就業によって，怠惰のために起り

がちな悪徳はいちじるしく阻止されている。いわば農民を主体とする勤労者の

発展的な国土であった。

　このようなフラソクリソの見方には，フラソクリソのアメリカの経済的杜会

的現勢に対する客観的認識だけでなく，彼の生活体験に根ざした勤労の「哲

学」の影響がないとはいえないように思うのである。フラソクリン自身は後年

理神論老となり特定の宗派に属することはなかったが，長老派の家庭に育って

両親からピューリタニズムの精神的感化をうけていたのである。彼は子供の頃，

父の教訓の一つrあたたはそのわざ（crオt）に巧みな人を見るか，そのような

人は王の前に立つが，卑しい人々の前には立たない。」（歳言，22：29）を心に
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とめて，「勤勉」（IndustW）とr倹約」（Frugality）こそ富に至る道と考えて

励み，遂に印刷業者として成功するに至ったのである。

　この手の業に励む職工人の生活原理は，彼の輝かしい経歴の前半だけでなく・

生涯を支配する生のr哲学」となったのではなかろうか。そこには世界の創造

老たる神を「働くもの」として提えるプロテスタソティズムの「生」の論理が

おのずから脈動しているのを感得することができるのである。フラソクリソの

ユートスとは，まさにr倫理」とr営利」の緊張関係を実際の生活の場できび

しく追求していくr職人」の生活に根ざした工一トスであると言えるように思

うのである。そうした「倫理」と「営利」の緊張関係をフラソクリソのr自

伝』を中心にみてゆくこととする。

1V　『自伝』について

　1．r自伝』の意味

　フラソクリソ自身はr自伝』（Autobiography）という言葉を一度も使わ

ずいつも『回想録』（memoirs）といっていたことは，ファラソド（M狐

Fanand）も指摘している通りである。㈹‘autobiography’という言葉の最初

の用例として0．E　D、はフランクリンが死んで約20年後の1809年，rクォータ

リー’レビユー」（伽σ物ψ地〃｛伽）に寄稿したロバート・サウジィ（Robert

Southey，1774－1843）の文章からThis　Yery　amusing　and　unique　specimen

of脇肋6o蚊ψ伽（イタリヅクは筆者）をとりあげている。“autobiography”

の意義は，The　writing　of　one’s　own　history；the　story　of　one’sユife

wr1tten　by　hlmse1f（自分自身の経歴を書いたもの，筆者自身の生涯の歴史叉

は物語）であるから，一般にはフラソクリソのr自伝』には嘘いつわりのない

彼の生涯の記録が書かれていると思われがちであるが，実際はそうではなく，

犬別しても回想録的な面と人生訓あるいは処世訓的な面との二つの面をもって

いるのである。そこには「事実」と「虚構」とが複雑にいりくんでいるのであ
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るが，それだけにフランクリソの人間性を窺う格好の資料といえるように思わ

れるのである。

　2、『自伝』の成立について

　今迄のところもっとも信頼できるフラソクリソの伝記として定評のあるカー

ル・バン・ドーレソ（Car1Van　Doren，1885－1950）の『べ：■ジャミソ・7ラ

ソクリソ』（Benja1min　Frank1in，1938）と　『ベソジャミン・フランクリンの

自伝的著作集』（Ben』amm　Frank1m’s　Autob1ographica1Writmgs，1945）に

主としてもとづきながら『自伝』成立の過程を簡単に。辿ってみることとする。

　フランクリンがr自伝』の第一部を書き始めたのは，1771年彼の三度目の訪

英の時で66歳であった。フランクリンは7月の末ハンプシャーの小さな村トワ

イ7オード（Twyford）にあるセソトアサフ（St．Asaph）の監督であった親

友ジョナサソ・シッブレー牧師（Jonathan　Ship1ey，1714－88）の家庭の客と

なって二，三週間程過した。そこでフラソクリソは公務を離れくつろいだ気持

ちでシップレー家の若い人たち一息子一人と五人の娘がいた一に向って自

分の少年時代の話をした。そのうち，おそらく一家の人にすすめられたからで

あろうが，フラソクリソはこの機会に故郷の肉身のために若い頃の思い出を書

いておこうと思いたったのであろう，わが子ウイリアムに語りかげる形式で

『自伝』を書き姶めたのである。

　息子のウイリアム（Wiuiam　Franklin，1730－1813）は親の七光りとはいえ，

30歳を少しでた年頃でニュージャージー少Hの知事にたったほどの人物であるが，

独立戦争に際しては知事の立場上，イギリス国王を支持する側にたち，父親と

伸違いすることになる。したがって『自伝』の後半部はこの息子にあててフラ

ソクリン家の歴史を語るという私的記録の性格を離れて若いアメリカの人たち

にあてた書簡の形をとることになるのである。第一部は今日行われている自伝

のおよそ五分の二にあたり，1730年，24歳で結婚生活に入るところで中断され，
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再び筆がとられたのは1784年であった。その間13年のブラソクは，フラソクリ

ソがアメリカ独立戦争を経て，建国の偉業の達成に参加したもっとも多忙な一

時期であった。

　第二部は，バリの近郊パシー（Passy）に滞在中に国の内外の友人のすすめ

によって書きつがれた。それは「道徳的完成」（moral　perfecti㎝）を目標と

した人類の師表たるべき偉人の生涯を記録するという一種の公的使命を帯びて

いたのである。この部分は『自伝』全体の長さのおよそ八分の一を占める。

　1788年81歳で病にかかり死を予感したフラソクリンはフィラデルフィアの自

宅で彼のr自伝』をとりあげた。この第三部は1757年彼が51歳までの期問を扱

ったもので，この本の中で最も長く全体のおよそ半分を占め，事業家として政

治家として学者として活躍した多彩な生活を扱っている。第四部は1789年から

1790年フラソクリソの死に至るまでの期問に書かれたが病気のためにほとんど

筆がとれたくなり，完成を諦めてそれまでの原稿を孫のベイチ（Benjamin

Franklin　Bache，1769－98）に清書させ，二通の写しを作らせた。多少の訂正

を加えて出来上った写しの一通をフラソスの友人ル・ヴェイヤール（Le▽ei1－

1ard）に，他の一通をクェーカー教徒のベソジャミン・ポーソ（Benjamin

Vaughan）に送った。フラソクリンの死後，自伝を含む原稿や蔵書の大部分は

孫の’ウイリアム・テソプル・フラソクリソ（Wil1iamTempleFranklin，1760－

1823）に贈られたが，ウイリアムの編纂になる祖父の『自伝』の公刊は，フラ

ソクリソの死の翌年にでたフランス訳ωにずっと遅れて1818年ロソドソで出

版胸された。これは英語版としてでた最初の重要なテクストであり，まだ完全

なものではなく1757年フラソクリソのロソドソ到着で終っている。後に，ハー

バード大学の史学教授であったスバークス（Jared　Sparks，1789－1866）がこ

れを補正Lて1836－40年にフランクリソ全集十巻を出版した。ω　この中に坂め

られているのがいわゆるスパークス本である。ところが1861年アメリカ領事と

してバリに赴任し，1865年には全権公使にもなったビグロー（John　BigeIow，
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1817－1911）がフラソクリソの肉筆原稿を探し出し，この原稿にもとづいて完

全なr自伝』を編纂しようと企図して1887－88年に出版した。臼oその中に収録

されているのがビグロー版である。更に1905－7年にスマイズ（A1be計Henry

Smyth）の十巻本の全集刎がでており，これが今迄のところ決定版とされてい

る。なお，「包括的であることを意図した」圏全四十巻から成るイエール版全集

は1959年から継続して刊行申であり，その全集申の『自伝』は，19側年にでて

いる。このイエール版は，ブルース・グレインジャー（Bmce　Granger）にょ

ると，自筆の原稿の入念な写本であって，専門家以外のすべての人にとって最

も満足すべき版である。が，専門家は現在でも「信頼できない混合物」（an

untrus械or也y　hybrid）ともいうべきマックス・ファランドのテキスト㈲を

参照するといっている。以上の他にもスパークス本か，ビグロー本かのいずれ

かを底本として数多くのr自伝』の異本が出版されており，㈱　どの版本がもっ

とも信頼できるかを決定すること㈲は筆老の力の及ばないところであるから，

以上簡単にテキストの紹介にとどめた次第である。

　3、『自伝』の工一トス

　フランクリンの場合，r倫理」の実践が「営利」を媒介しつつ遂行されるだ

げでなく，「営利」活動自体もr倫理」の実践を媒介しつつ遂行されるという

形をとっていることは，「富まんと欲する者にとっての必要恋心得」その他の

陳述によって明らかである。㈱　この「倫理」と「営利」の内的な関係をウェー

バーによって歴史的コンテクストの中においてみると次のようになる。

　　「資本主義の精神」においては，「倫理」と「営利」が相互に媒介し合い

　ながら，しかもその精神的根基はしだいに，r倫理」の実践がr営利」活動を

　媒介Lつつ遂行されるという，すぐれて倫理的な事態から，「営利」活動が「倫

理」の実践を媒介しつつ遂行されるという，いわば倒錯的な事態へと重心を

　移動させ，そこに独自な価値の倒錯が出現している，といってよい。こうし
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　て「プロテスタンティズムの倫理」のいわば倒錯の結果生誕Lた「営利自体

　を最高善とする倫理」一だから，宗教的観点からすれぱ，rブロテスタソ

　ティズムの倫理」とはおよそ異質なものである一これこそが「資本主義の

　精神」の精髄であり，すぐれてその個体的特質だとヴェーバー辛いうのであ

　る。」帥

　それではフラソクリンにおける「倫理」とr営利」または「利得」はどちら

が優勢であろうか。rだれも，ふたりの主人に兼ね仕えることはできたい。一

方を憎んで他方を愛し，あるいは，一方に親しんで他方をうとんじるからであ

る。あなたがたは，神と富とに兼ね仕えることはできない」（マタイによる福

音書，6：24）というこの有名な「山上の垂訓」の一節は17世紀のピューリタ

ソたちの工一トスにもっとも適合した「ことぼ」であったぱかりでなく，およ

そ「倫理」と「営利」の関係について問われるとき，依然として真理性を失っ

ていないのではなかろうか。そのことについて以下にフラソクリ1■の『自伝』

の内容にそくしてみてみることとする。

　r自伝』を読んでわれわれがまず気付くことは，r徳」の世俗内的効用をフ

ラソクリソが力説していることである。

　　rこの小著で私が説明し強調したいと思ったものは，人間の本性だげを考

　えてみても，rもろもろの悪行は禁じられているから有害なのではなく，有害

　だから禁じられている』のであり，従って来世の幸福を望む者はもとより，

　現世の幸福を望む考にとっても，徳を積むことは有利なのだ，という教えで

　あった。また私は次のような事情から，つまり世には仕事を正直にやってく

　れるような人聞を求めている裕福な商人，貴族，国家，あるいは諸侯などが

　いつもいるものだが，そんた正直者は甚だまれであるという事椿から，正直

　と誠実とは，貧しい著が立身出世するのにもっとも役立つ徳であることを，

　若い人々に悟らせるようにしたいと思ったのである。」㈱

　「徳」は徳自体に内在的な価値があるというのでなく，徳をつむことは生活
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の手段として有利であり，徳をつんだ人は世間で役に立つ人閻であるという実

利主義的考えであ㍍「正直にやってくれるような人間を求めている」という

箇所にしても原文では“have　need　of　honest1nstrments　for　m㎜age・

ment　of　their　a丘airs”囚となっており，こういう言葉づかいにもフラソクリ

ンの合理主義的発想がでているようである。つまり，ある目的や仕事を遂行す

る「代理人」や「手先」という意味で‘inStmmentS’という言葉をあてるこ

とは勿論現代では普通であり，18世紀以前においてもチョーサーやシェイクス

ピアにもみられるところであるが，‘hOnest’という形容詞とのストレートな

結びつきが独創的で面白いのである。極言すれぱ，彼の功利主義を表現してい

るように思われるのである。

　よく知られていることであるが，フランクリンは，十三の徳目をたててその

実行の計画表をつくり，自分で採点してそれらの徳が習慣的に修得できるよう

に心がけた。ちなみにその徳の名称および戒律は次の通りである。馴

　　1。節制（Temperance）飽きるまで食べるなかれ，酔うほど飲むなか

れ。　2．沈黙（Si1ence）自他に益なきことを語るな，むだ口をたたくなか

れ。　3　規律（0rder）物はすべて所をきめて置き，仕事はすべて時をきめ

てなすべし。　4．決断（Reso1utiOn）なすべきことをはたす決心をすべし，

決心したことは必ず実行すべし。　5．倹約（Fmgality）自他に益なきこと

に金を使うな，すたわち浪費するなかれ。　6．勤勉（Industry）時間を無駄

にするなかれ。常に何か有用なることに従事し，無用の行為はすべて断つべ

し。　7　誠実（Smcerlty）偽りで人を傷つけるなかれ。無邪気に公正に考

えるべし，物を言うにもそうあるべL．　8．正義（Justice）他人に損害を与

えたり，あるいは与えるべき利益を与えずして，不正を行うなかれ。　9。中

庸（MOderation）極端を避けるべし。害を受げ，慣りに価すると思うとも，

耐えるべし。　10．清潔（Cleanliness）身体，衣服，住屠に不潔を許すべか

らず。　11．平静（Tranquility）ささいなこと，日常のこと，または避けが
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たきことに心を乱すなかれ。　12．純潔（Chastity）性交はもっぱら健康ま

たは子孫のためにのみ行改い，これにふげりて頭を鈍らせ，身体を弱らせ，あ

るいは自他の平和や信用を傷つけることなかれ。　13．謙譲（Humility）イ

エスとソクラテスを見習うべL。

　以上が有名在フラソクリンの十三徳である。フランクリソは漢然と有徳の

士とか人格者になることを夢想するのではなく，あたかも狩人が獲物を狙って

接近するように，冷静に対象と自分との距離を測定し，周囲の状況を観察しな

がら一つずつ着実に「徳」を制服することに成功している。フランクリソは，

r徳の完成」という目標に到達しようとすることは，不敵で困難な計画であっ

たが，「かような試みをやらなかった場合に比べて，人問もよくなり，仕合わ

せにもなった。ちょうど印刷した本をまねて完全な筆法を会得しようとする者

が，手本通りの希望した筆跡になることはできなくても，努力しただけ筆跡が

よくなり，きれいに読み易く書けれぼ，まずよしとするのと同様である。」馴と

自負している。更にフラソクリンは，rこの物語を書いている数え年79歳の今

日まで私がたえず幸福であったのは，神のみ恵みと同時にこのささやかな工夫

をしてきたためであるということをわたしの子孫はよく知ってほしい。……長

い間健康を保ち今なお強健な体格をもっていられるのは「節制」のおかげであ

り，財産もでき，いろいろ液釦識を得て有用な市民となり，知識人の間で多少

とも名を知られるようになったのはr勤勉」と「倹約」のおかげである……」

と藷徳の効用を自画自賛している。それはあきれる程幸福で楽観的な人生観の

表白であるとともに，合理的な工一トスによって徴動だにしない程堅固に支え

られていることがわかる。われわれはそこにしたたかな人生の達人の姿を見る

ことができるのである。ここでは合理的にシステマティックに利益を追求す

る「営利」の精神の方がむしろ「倫理」を圧倒しているようにすら思われるの

である。しかしまたわれわれは，フラソクリンが「謙譲」の徳について語る次
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の言葉に接するとき，それとは別の印象を受げないわけにはいかないのであ

る。

　「わたしはこの徳の実体（the　rea1ity　of　this　virtue）を自分のものにした

と誇ることはできないが，少なくともそのみせかげ（the　appearance）をかな

り自分のものにできたと思っている」働　と。このフランクリソの言葉は，倫理

の実践者としての正直で誠実なr告自」が，かれ独特の功利主義に比べて優勢

であるようにすら思えるのである。すなわち，このr告白」は，表面的にはフ

ランクリンの功利主義的な倫理観のアナロジイから，謙譲のr徳」を装う技術

を身につければ処生法として十分であるから，真に謙譲であるかどうかをあえ

て問う必要はないという意味に解されるかもしれないが，事実はこの「徳」を

会得するために7ラソクリソは真剣に努力したが，結局はその徳の「影」にふ

れ得ただけで，そのリアリティに達することはできなかったという真実をr告

白」しているのであろう。

　以上のようにみてくると，フラニ■クリソには，「徳」をイソスルメソタルた

ものとみるということに現われている合理的で功利主義的な工一トスを実は良

心的で譲実なr倫理的熱情」が支えていることがわかるのである。そのひたむ

きな純粋さはバニャソ（John　Bunyan，1628－88）の『天路歴程』の中で天国

の都をいそぐクリスチャンの一途な姿勢を達想させる程である。別言すれば，

それはフラソクリ：■の場合かれの「営利心」がすぐれて禁欲的な「倫理」とお

互いにかぽいあい支えあいながら複雑な工一トスを形成しているといえるよう

に思われるのである。したがってフラソクリンのr人間」は，あるときは老塘

きわまるヤソキートリヅクの見本であるかと思うと，またあるときは小児のよ

うに無邪気で純心そのもののようにみえるのである。それは互いに相反する両

極端の性格をその中に抱え込みながら少しも矛盾と感じない遥しい18世紀の精

神の奥型であるといえるかもしれたい。啓蒙主義の幅広く明るい縁側にはとき

としてピューリタニズムの影がさし込またいわげではないのであるが。
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　一般にはフラソクリンとジョナサン・エドワーズ（Jonathan　Edwards，

1903－58）は18世紀の対極的な精神の代表と見なされているし，事実はそうで

あるに違いないが，理神論者フラソクリ＝■が，啓示的信仰をもたなかったから

といって深い宗教的感情とは無縁であったとはいえたいかもしれないのである。

フラソクリソにあっては，宗教は倫理的判断に役立たなければならず，倫理的

判断は啓示によらず，理性のふるいにかけられなけれぼならたい。そうして理

性は経験の裏打ちがなけれぼならないとする。つまりある行為の善悪の決定を

するのは「啓示」ではなく，あらゆる周囲の事情を考えた上で，有害であるか

有益であるかの合理的判断がなされなければならないと考えるわけである。こ

のようなフラソクリンの論理が成立するコソテキストとしては，18世紀の前葉

に支配的であったコズミヅク・トーリーイズム（COsmicToryism）闘ともいう

べき一種の保守的な形而上的楽観主義の精神風土とそれに対するフランクリソ

の批判的な心情を認めることができるかもしれない。馴そして，すべての被造

物をr存在の大連鎖」（Great　Chain　of　Being）に位置づげ，人間もまたr動

物と天使の中間にあり」と説く，時代の形而上的流行着を脱いでフラソクリソ

が『自伝』の中で勤労によって自立的に生きる市民の倫理を繰り返し強調して

いることは，やはり時代を先取りしたものとしてポジティヴに評価しうると考

えられるのである。

V　お　わ　り　に

　以上『自伝』のいわゆる「処生訓」的な面を中心にフラソクリソの工一トス

の性格についてみてきたのである。が，『自伝』をアメリヵ的な「成功物語」

としてみるならぼ，闘その魅カの犬部分はr多分にフィクショナルな要素が混

入Lている」㈱　と推定される前半部，特に第一部にあるといえるかもしれない。

しかし「アメリカの夢」を象徴する絵図とLて有名なフィラデル7イアに始め

てあらわれた若いフラソクリソの姿を描写する記事が，フラソクリンの真実の
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経験であるかフィクショソであるかはここで問う必要はないであろう。ともあ

れ，そのヴィヴィヅドな「絵図」によって7ランクリンの工一トスのすぐれて

rアメリカ」的な性格の一面を説明している，ケネス．S．リソの言葉を聞くこ

ととする。

　　「チェスターフィールドのロンドソに比ぺれば，十八世紀のアメリカはひ

　とつの混沌であった。船から上陸してくる移民たちであれ，アルゲニー山脈

　のか汰たの辺境におもむこうとする冒険家たちであれ，あるいは，商業上の

　利益を追って沿岸地方を往き来する商人たちであれ，人々はたえず移動しつ

　づげていたし，この地理的た動きに伴って，空前の流動性をもった杜会の可

　動性があらわれていた。フラソクリンが，そのr自叙伝』のなかで，少年時

　代の自分自身の姿として描いてみせたあの有名な絵図，すなわち，フィラデ

　ルフ4アに着いたばかりの十七歳の少年が，パソ屋で買ったロールパソを一

　本ずつ小脇にかいこみ，三本目をかじりながらマーケヅト・ストリートを歩

　いてゆく姿は，十八世紀のアメリカ的経験の縮図である。」餉

　ケネス．S．リソはここでフランクリンと同時代人のイギリスの政治家チェス

ターフィ｝ルド卿（Cheste㎡e1d，Philip　Dormer　Stanbope，4th　ear1of，

1694－1773）がその息子に与えた「紳士としての不変の様式を守れ」という教

訓とフラソクリソのそれを対照させることによって，実際は上の引用文にみる

ように伝統的で固定したイギリスの杜会に対して機会に恵まれたアメリカの杜

会の流動性を強調しているのである。窒問的，杜会的可動性というアメリカの

特徴は，フラソクリンの工一トスのすぐれて「アメリカ」的な性格を説明する

ひとつの理由となるであろう。しかし，またケネス．S．リソが彼女の言葉を続

げて次のようにいうとき，われわれは，フランクリンの工一トスの重要な部分

が見逃されるのではないかという危慎の念をおぼえるのである。

　　r＋七世紀末にはこの流動性を助長する圧力は，マザー一家のボストソに

　おいてさえも，もはや抑えがたくなってしまった。天職という考えも，ろう
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　そく製造職人の息子であるベソジャミソ・フランクリンがつぎつぎとほかの

　職業にうつり，ほかの役割を果たすことを押しとどめることはできなかった

　のである。」鯛

　この危慎の念は，あるいはマヅクス・ウェーバー｝こよって資本主義の精神の

純粋に古典的な例としてしばしばフランクリ：■のユートスが引き合いに出され

るときにわれわれが感じる不安の感情とも裏腹をなしているのかもしれない。

フラソクリソは，西欧やイギリス的レベルや，通念での「都市」も「職人」も

存在Lないところで職人にr至富」の道を説き，有用な市民になることをすす

めているのである。

　それは，プア・リチャード的18世紀のアメリカの中下層勤労老に適合する

「無」から「有」を生み出す工一トスであって，それはどのように精妙につく

られた西欧の論理の網の目をもくぐりぬげる特有の気質をもっているように考

えられるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　（1974年5月12目）

　　付記一本稿は早稲田大学商学部産業経営研究センターの個人研究プロジェ

　クトにもとづくものである。

注（1）マヅクス・ウェーバー薯，梶山力，大塚久雄訳，『プロテスタソティズムの倫理と

　　資本主義の精神』上巻，（岩波文庫），p．39．

（2）　同蕃芋，p．139．

（3）犬塚久雄著作集，第八巻（東京，1969年10月9圓）に収録。

（4）　マヅクス・ウ呈一バー、前掲書，pp・3942・
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